
北海道横断自動車道 網走線 足寄～北見

一般国道３９号（北海道横断自動車道 網走線）

端野高野道路

女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人）

再評価原案準備書説明資料

令和７年度
北海道開発局

（再評価）

あ しょ ろ き た み

た ん の た か の

あ ば し り

あ ば し り

資料３－２（１）

め ま ん べ つ く う こ う あ ば し り め ま ん べ つ く う こ う あ ば し り よ び と



目 次

１．事業の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・3

２．事業の必要性等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・6
（１）事業を巡る社会情勢等の変化
（２）事業の整備効果
（３）事業の投資効果

３．事業進捗の見込み ・・・・・・・・・・・・・・・・・36
４．関係する地方公共団体等の意見 ・・・・・・・37
５．対応方針（案） ・・・・・・・・・・・・・・・・・40



１．事業の概要
（１）事業の目的

■位置図

・北海道横断自動車道は、黒松内町を起点とし、小樽市、本別町等を経由して、根室市及び網走市に至る
高規格道路。

・足寄～北見（７９．０km）、端野高野道路（１４．３km）、女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人）
（１０．９km）は、十勝圏とオホーツク圏の連携機能の強化を図り、災害に強い道路ネットワークの構築、
安全性や輸送効率の高い物流ネットワーク形成による地域産業の活性化、観光拠点への速達性向上に
よる観光振興等を目的とした事業。
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■事業概要図



１．事業の概要
（２）計画の概要
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■横断図

女満別空港網走道路
（女満別空港～網走呼人）

端野高野道路足寄～北見路線区間

北海道網走郡大空町女満別中央北海道北見市端野町字川向北海道足寄郡足寄町郊南①起点

北海道網走市字呼人北海道網走郡美幌町字高野北海道北見市北上終点

10.9km14.3km79.0km②計画延長

13.5m13.5m12.0m③幅員

1種3級1種3級1種2級④構造規格

80km/h80km/h100km/h⑤設計速度

2車線2車線暫定2車線⑥車線

北海道開発局北海道開発局北海道開発局⑦事業主体

ほっかいどう あしょろ あしょろちょう こうなん

ほっかいどう きたみ きたがみ

ほっかいどう きたみ たんのちょう かわむかい

ほっかいどう あばしり びほろちょう たかの

【足寄～北見】 【端野高野道路】 【女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人）】

ほっかいどう あばしり おおぞらちょう めまんべつ ちゅうおう

ほっかいどう あばしり よびと

暫定2車線 （単位：m） （単位：m）2車線 （単位：m）2車線



１．事業の概要
（３）経緯
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※事業進捗率は事業費変更後の進捗率（令和7年3月末時点）

女満別空港網走道路

（女満別空港～網走呼人）
端野高野道路足寄～北見

事業化

事業進捗率1％

令和 6年度

令和 7年度

事業化

用地補償着手

工事着手

事業再評価

事業進捗率20％

平成31年度

令和 3年度

令和 7年度

整備計画

（本別町～訓子府町間）

整備計画

（訓子府町～北見市間）

施行命令

「抜本的見直し区間」の設定（足寄町～北見市）

整備計画のうち、足寄町～北見市の区間の施行主体を

国土交通大臣に変更（新直轄方式に切替）

「抜本的見直し区間」のうち、「緊急に整備すべき区間」

L=28.0kmを設定（陸別町小利別～北見市）

用地補償着手

工事着手

事業再評価

事業再評価

事業再評価

整備計画変更（陸別町陸別～同町小利別の事業再開）

部分開通 L=28.0km

事業再評価

事業再評価

整備計画変更（足寄～陸別町陸別の事業再開）

事業進捗率69％

昭和63年度

平成 3年度

平成 5年度

平成15年度

平成17年度

平成18年度

平成20年度

平成23年度

平成26年度

平成27～

29年度

平成29年度

令和 3年度

令和 7年度



[高速交通ネットワークの整備状況]
北海道横断自動車道（道東道）
・平成15年 6月 池田IC ～足寄IC開通
・平成19年10月 トマムIC ～十勝清水IC開通
・平成21年10月 占冠IC～トマムIC開通
・平成23年10月 夕張IC～占冠IC開通

（道央圏と道東圏が直結）
・平成31年 3月 トマムIC ～十勝清水IC間

付加車線設置（約9.5km）
事業許可

・令和 2年 3月 占冠IC～トマムIC間
4車線化事業化

・令和 3年 3月 トマムIC ～十勝清水IC間
4車線化事業化

・令和 6年 3月 追分町IC～夕張IC間
4車線化事業化

北海道横断自動車道網走線
・平成25年 3月 北見西IC～北見東IC開通
・平成27年11月 訓子府IC～北見西IC開通
・平成29年10月 陸別小利別～訓子府IC開通

北海道横断自動車道根室線
・令和 6年12月 阿寒IC～釧路西IC開通

[周辺道路の整備状況]
・令和 7年 3月 国道238号紋別防雪全線開通

[市町村合併]
・平成18年 3月 北見市、端野町、留辺蘂町、常呂町が

「北見市」となる
女満別町、東藻琴町が「大空町」となる

[その他]
・平成27年 6月 道東地域が広域観光周遊ルート

「アジアの宝悠久の自然美への道
ひがし北・海・道」に認定

・令和 2年 1月 北海道内7空港民間運営開始 6

２．事業の必要性等

平成18年3月 ［北見市］
北見市、端野町、留辺蘂町、
常呂町が合併

平成18年3月
［大空町］
女満別町、東藻
琴町が合併

（１）事業を巡る社会情勢等の変化

北海道横断自動車道（道東道）
平成15年 6月

池田IC ～足寄IC開通
平成19年10月

トマムIC ～十勝清水IC開通
平成21年10月

占冠IC～トマムIC開通
平成23年10月

夕張IC～占冠IC開通
（道央圏と道東圏が直結）

平成31年 3月
トマムIC ～十勝清水IC間
付加車線設置(約9.5km)
事業許可

令和 2年 3月
占冠IC～トマムIC間
4車線化事業化

令和 3年 3月
トマムIC ～十勝清水IC間
4車線化事業化

令和 6年 3月
追分町IC～夕張IC間
4車線化事業化

写真：帯広開発建設部

令和2年1月
北海道内7空港
民間運営開始

平成27年6月
道東地域が広域観光周遊ルート
「アジアの宝悠久の自然美への道
ひがし北・海・道」 に認定

シーニックバイウェイ北海道

東オホーツシーニックバイウェイルートエリア
十勝シーニックバイウェイ十勝平野・山麓ルートエリア

令和7年 3月
国道238号
紋別防雪 全線開通

北海道横断自動車道網走線
平成25年 3月
北見道路 北見西IC～北見東IC開通

平成27年11月
足寄～北見 訓子府IC～北見西IC開通

平成29年10月
足寄～北見 陸別小利別～訓子府IC開通 写真：網走開発建設部

北海道横断自動車道根室線
令和 6年12月
阿寒IC～釧路西IC開通

広域観光周遊ルート

北海道シーニックバイウェイ
「秀逸な道」認定区間



（２）事業の整備効果

○農水産品の流通利便性向上
・物流ルートの速達性・安全性が向上することで、農水産品の流通利便性向上が期待される。

○救急搬送の速達性・安定性向上
・高次医療施設への搬送時間の短縮や安定走行による患者負担軽減など、救急搬送の速達性・安定性向上が期
待される。

○災害時の緊急輸送ルートの強化
・洪水浸水想定区域や地吹雪発生箇所を回避するルートが確保され、災害時の緊急輸送ルートの強化が期待さ
れる。

○冬期都市間バス運行の利便性向上
・日常生活の移動に加え、流氷観光など観光需要があるオホーツクと道央間の代替機能が強化される。

○広域周遊観光の活性化
・オホーツク圏の主要観光地への速達性が向上することで、広域周遊観光の活性化が期待される。
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２．事業の必要性等



328分

292分

350分

305分

夏期

冬期

夏期

冬期

370分

320分

396分

334分

夏期

冬期

夏期

冬期

広域図
女満別空港～網走呼人

網走市

ほたて輸送ルート
ばれいしょ輸送ルート

遠紋地域

北網地域
遠紋地域

苫小牧港から
道外・海外へ

【ばれいしょの生産量割合】

（２）事業の整備効果（農水産品の流通利便性向上）
・オホーツク圏の農業産出額は全道２位、全魚種漁獲量は全道１位。北網地域のばれいしょは全国の約３
割の生産量、ほたては全国の約２割の漁獲量を占め、苫小牧港を経由して道外・海外へ出荷。

・一方で、農水産品の物流輸送経路である国道３９号・国道２４２号は、貨物車事故割合が全道平均より
高く、物流ルートの速達性・安全性向上が課題。

・横断自動車道の整備により、物流ルートの速達性・安全性が向上することで、農水産品の流通利便性向
上が期待。

■地域の声（R7.7 ばれいしょ加工業者）
・網走方面からの輸送は、苫小牧港に集中している。輸送ルートである国道242号は、大型車両
が多く、車両の横転事故が多発しており、年に数回は迂回を余儀なくされている。その結果、
フェリーの出航時刻に間に合わなかった事例も発生していることから、定時性確保の観点から
も、北海道横断自動車道網走線の整備に期待している。

■地域の声（R7.7 網走市内食品加工会社職員）
・北海道横断自動車道網走線が全線開通し、オホーツク・十勝・道央圏が高規格道路で結ばれ
ると、苫小牧港への輸送がより円滑になるほか、出航時間が決まっているフェリー到着の定時
性の向上が期待されるため、当社にとっても輸送業者にとっても非常にありがたい。

【北網地域の農水産物流動状況】
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3262

2131

1334 1107 1082

0

1000

2000
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4000

十勝 オホーツク 上川 根室 空知

（億円）

【農業産出額上位5振興局】

全道２位

出典：R5年市町村別農業算出額

■オホーツクからの主な農水産品輸送状況

284

178

108 84 62

0

100

200

300

オホーツク 宗谷 根室 渡島 釧路

（千トン）

【漁獲量上位5振興局(全魚種)】

全道１位

出典：R5年海面漁業生産統計

北網地域

27.8%

遠紋地域

0.2%

十勝

37.6%

その他

道内

15.4%

道外

19.0%

R5年産

全国ばれいしょ

生産量

2,364千ｔ

出典：R6作物統計調査（農林水産省）

全国の約３割

端野高野道路

足寄～北見

北網地域

２．事業の必要性等

北網地域

19.2%

遠紋地域

36.7%

宗谷

36.3%

根室

7.3%

その他道内

0.4%

青森

0.1%

出典：R5海面漁業生産統計
R5北海道水産現勢

【ほたての漁獲割合】

R5年

全国ほたて

漁獲量

331千ｔ

全国の約２割

【輸送時間の変化】

【貨物車事故割合】

出典：ITARDA事故データ

※H26～R5年合計
※R242足寄～北見未開通並行区間：

足寄IC～陸別小利別の並行現道区間

貨物車類 その他

26.7%

25.0%

45.2%

56.3%

73.3%

75.0%

54.8%

43.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全道国道平均

R39女満別空港～
網走呼人並行区間

R39端野高野道路
並行区間

R242足寄～北見
未開通並行区間

全道国道平均より高い

＜ばれいしょ集出荷施設（斜里）～苫小牧港＞

現 況

３路線
整備後

50分短縮

62分短縮

＜網走港～苫小牧港＞

現 況

３路線
整備後

37分短縮

44分短縮

出典：R3年度全国道路・街路交通情勢調査

39

242



80.379.0

89.6 88.184.487.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

H30 R1 R2 R3 R4 R5

（％）

（年）

52分

50分

56分

53分

夏期

冬期

夏期

冬期

121分

94分

87分

129分

99分

90分

夏期

冬期

夏期

冬期

夏期

冬期

（２）事業の整備効果（救急搬送の速達性・安定性向上）

・十勝、オホーツク地方の救急救命センターは、帯広市と北見市に所在し、第三次医療圏カバー面積は全
国平均の約９倍と広域な医療圏。

・救急患者の搬送時は高次医療施設への迅速かつ安定した搬送が必要だが、国道242号や国道39号は
急カーブ箇所が多く、事故多発箇所が存在しており、搬送時間の短縮と安全性向上が課題。

・横断自動車道の整備により、高次医療施設への搬送時間の短縮や安定走行による患者負担軽減など、
救急搬送の速達性・安定性向上が期待。

出典：令和7年全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）、
救命救急センター一覧（厚生労働省） ※R7.1.1時点

【救急救命センター１施設あたりの第三次
医療圏カバー面積（上位10位）】
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全国平均の約8.7倍

全国平均の約8.9倍

■当該道路周辺地域の救急搬送状況

※自市町への搬送を除く
※不搬送、ドクターヘリ、搬送先不明を除く

【帯広市・北見市への救急搬送依存度】

出典：帯広開発建設部、網走開発建設部

＜陸別町から
帯広市・北見市へ＞

約90％以上で推移

＜網走市から北見市へ＞

約80％以上で推移

出典：帯広開発建設部、網走開発建設部、 ITARDA事故データ(R2-R5)
北海道渋滞対策協議会

写真・出典：北見赤十字病院HP、JA帯広厚生病院HP（R7.6.6時点）

※救急搬送ルートであ
るR242，R39を対象

431件

帯広市

北見市

75件

180件

●診療科目数：２６科
●病床数 ：６５１床

ＪＡ帯広厚生病院

※十勝の３次医療施設

網走市

陸別町

●診療科目数：２６科
●病床数 ：５３２床

北見赤十字病院
※オホーツクの３次医療施設

搬送件数

（R1～R5年計）

※全患者を対象

【当該道路周辺地域の救急搬送状況（R1～R5年計）】 【三次医療施設までの所要時間】
＜陸別町～帯広厚生病院＞

現 況

全線
未整備

足寄北見
整備後

27分短縮

34分短縮

39分短縮

30分
短縮

＜網走市～北見赤十字病院＞

※地域別に、通常期と冬期の旅行速度を算出し、
高規格道路と一般道路の低減率（高規格道
路：0.970(帯広)、0.928(網走)、一般道路：
0.941(帯広)、0.900(網走)）をそれぞれ算出し
た。 （プローブデータを基に、R4.4～R7.3の通
常期と冬期の旅行速度を比較して算出）。

74分

63分

56分

51分

82分

69分

61分

56分

夏期

冬期

夏期

冬期

夏期

冬期

夏期

冬期

現 況

端野高野道路
整備後

端野高野道路
＋女満別空港～
網走呼人整備後

全線未整備

11分短縮

18分短縮

23分短縮

13分
短縮

21分
短縮

26分
短縮

出典：R3年度全国道路・街路交通情勢調査

２．事業の必要性等

＜陸別町～北見赤十字病院＞

現 況

足寄北見
整備後

■地域の声 （R7.7 陸別消防署職員）
・当消防では、重症患者について、北見市内および帯広市

内の高次医療機関への管外搬送を行っています。
・しかし、国道242号はカーブや急勾配が多く、強く振動が生

じる箇所もあり、患者への影響が懸念されます。
・横断自動車道が整備されることで、医療機関への搬送時

間の短縮や重症患者の負担軽減効果が期待されます。
■地域の声 （R7.6 網走厚生病院職員）
・冬期間の国道39号の網走湖畔は、地吹雪が発生すること

があり、視界不良に恐怖を感じることがあります。
・冬期間でも安心して通勤や搬送ができるよう、国道39号

女満別網走道路の整備を期待しています。 9

2分短縮

3分短縮

70.5 68.2 71.4 67.9 63.8 57.4

26.2 25.8 23.2 30.4
27.7

31.9

96.793.9 94.6 98.2
91.5 89.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

H30 R1 R2 R3 R4 R5
北見市 帯広市

（％）

（年）



208分

229分

170分

223分

287分

180分

通常時

迂回時

３路線

整備後

夏期

冬期

夏期

冬期

夏期

冬期

写真：網走開発建設部 （R4.2）

【避難状況（大空町）】 【立ち往生状況】【令和４年２月の暴風雪】
国道３９号および周辺道道で通行
止めが発生。
道の駅メルヘンの丘めまんべつ
に８５人が避難。

■地域の声（R7.8 陸別町役場職員）
・国道242号の多くが利別川の浸水範囲となっており、路面冠水などの被災リスクが高い道路

となっていますが並行する代替路がありません。
・横断自動車道が整備されることで、災害による迂回損失、復旧活動、救援物資輸送等の観

点から、整備の効果が期待されます。
■地域の声（R7.6 網走市役所職員）
・国道39号が災害等で通行止めになると物資の輸送に遅れが生じ、物が入ってこない状況に

なることが課題となっています。
・数年に一度は雪による影響を受ける地域であるため、災害リスクを踏まえた道路整備を期

待しています。

（２）事業の整備効果（災害時の緊急輸送ルートの強化）

・事業区間に並行する国道242号や国道39号沿線には洪水浸水想定区域や地吹雪発生箇所が存在。
・大雨の影響による路面冠水や暴風雪による通行止めに伴い、大規模な迂回や車両の立ち往生が発生
するなど、災害時の緊急輸送ルートの強化が課題。

・横断自動車道の整備により、洪水浸水想定区域や地吹雪発生箇所を回避するルートが確保され、災害
時の緊急輸送ルートの強化が期待。

10

網走市

通常時

夏期：208分
冬期：223分

３路線整備後

夏期：170分
冬期：180分 冬期迂回時

287分
（64分増加）

夏期迂回時

229分
（21分増加）帯広市

【帯広市～網走市間の迂回ルート及び所要時間の変化】

21分
増加

64分増加38分短縮

43分短縮

迂回時は
所要時間が増加

※地域別に、通常期と冬期の旅行速度を算出し、高規格
道路と一般道路の低減率（高規格道路：0.970(帯広)、
0.928(網走)、一般道路：0.941(帯広)、0.900(網走)）をそ
れぞれ算出した。 （プローブデータを基に、R4.4～R7.3
の通常期と冬期の旅行速度を比較して算出）。出典：R3年度全国道路・街路交通情勢調査

２．事業の必要性等

出典：帯広開発建設部、網走開発建設部

洪水浸水想定区域
（想定最大規模）

地吹雪発生箇所

KP167.8

【大雨による橋台洗掘】

写真：帯広開発建設部(H28.9）

■現道の通行止め履歴及び被災リスク

【国道39号の通行止め要因別割合
（H17～R6）】

出典：網走開発建設部

【足寄～北見並行現道（国道242号）の
通行止め要因別割合（H17～R6）】

出典：帯広開発建設部

約９割が
吹雪による
通行止め

約７割が
大雨の影響

による
通行止め

【路面冠水状況】

写真：帯広開発建設部(H30.3）

通行止め発生区間・箇所
（H17～R6年）

吹雪

＜大雨による影響＞

路面冠水区間
路面冠水箇所

その他

吹雪
202時間
91％
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422cm

帯広
184cm
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・札幌市と北見市、網走市を結ぶ都市間バスは、道央道を利用され冬期観光入込客数も増加傾向。
・冬期運行では、降雪等の影響により道央道の通行止め発生時には、道東道を経由する迂回運行となり
所要時間短縮が課題。

・横断自動車道の整備により、日常生活の移動に加え、流氷観光など観光需要があるオホーツクと道央間
の代替機能が強化。

（２）事業の整備効果（冬期都市間バス運行の利便性向上）

【降雪量の推移（道央沿線自治体の3市）】

※空知総合振興局のうち、道央道沿線自治体の3市
（岩見沢市・滝川市・深川市）を抽出し、各年度平均を算出

出典：アメダスデータ

【札幌駅前～網走BTの時間距離（冬期）】

※整備後迂回ルート：
足寄～北見、
端野高野道路、
女満別空港～
網走呼人整備後

■地域の声 （R7.7 バス事業者職員）
・都市間バスは、基本的には旭川・紋別自動車道を利用する北回りの経路

で走行していますが、例年、当該路線で冬期の悪天候等による通行止め
が発生した場合には、帯広市を経由する北海道横断自動車道を利用す
る南回りの経路を通行しています。

・当該区間が開通すれば、冬期の悪天候により旭川・紋別自動車道を走行
する北回りの経路上で通行止めが発生した際にも、高規格道路を迂回路
として利用できるため、バスの定時性・走行性の向上が期待されます。

札幌市の約1.6倍、帯広市の約3.6倍の降雪

当該区間整備により
迂回による遅延が低減

道央道通行止め時は

道東道に迂回

札幌市

網走市

出典：R3年度全国道路・街路交通情勢調査

※地域別に、通常期と冬期の旅行速度を算出し、高規格道路と一般道路の低減率（高規
格道路：0.970(帯広)、0.928(網走)、一般道路：0.941(帯広)、0.900(網走)）をそれぞれ算出
した。 （プローブデータを基に、R4.4～R7.3の通常期と冬期の旅行速度を比較して算出）。

道東道迂回により
約55分の増加

凡 例

ドリーミントオホーツク号（通常時）
ドリーミントオホーツク号（現状迂回時）
ドリーミントオホーツク号（整備後迂回時）

ドリーミントオホーツク号停留所

通常時

現状迂回時
整備後
迂回時

北見市

【観光入込客数（12月～3月）】
網走市+北見市

深川市

滝川市

岩見沢市

道東道への迂回
年間１７日発生

上
川
層
雲
峡
IC

出典：北海道観光入込客数調査報告書11

２．事業の必要性等

35.1 35.1 37.7 41.2 49.2
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72.8
81.0
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60.0
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（年度）

網走市 北見市

※ドリーミントオホーツク号は、
1日18便運行（9往復）

増加傾向



出典：観光庁HP、十勝総合振興局HP、網走市「網走市商工労働
観光概要」、（公財）知床財団「事業報告書」、シーニックバ
イウェイ北海道「秀逸な道」HP、網走バス株式会社

約28万人（令和6年度）

知床自然センター

約39万人(令和6年度)

北海道遺産
「ばんえい競馬」

約7万人（令和6年度）

網走流氷観光砕氷船
「おーろら」

知床国立公園

阿寒摩周国立公園

大雪山国立公園

日高山脈襟裳十勝国立公園

約25万人（令和6年度）

博物館網走監獄

約32万人（令和6年度）

阿寒摩周国立公園
「オンネトー」

（２）事業の整備効果（広域周遊観光の活性化）

・当該道路周辺地域は、流氷観光や世界自然遺産である知床、４つの国立公園など、観光資源が豊富な
地域であり、観光入込客数及び外国人宿泊客数はコロナ禍以前と同水準まで回復。

・北海道の玄関口である新千歳空港からオホーツク圏へは、都市間バス（観光期や金・土・日に運行）等が
利用されているが、移動時間の短縮が課題。

・横断自動車道の整備により、オホーツク圏の主要観光地への速達性が向上することで、広域周遊観光
の活性化が期待。

■地域の声（R7.8 バス事業者職員）
・新千歳空港～網走間の都市間バスは、インバウンド旅行客の新千歳空港とオホーツク間の

移動や、北見市周辺の学生・居住者のレジャー・帰省目的での札幌・千歳方面への移動に利
用されています。

・運行経路は、北海道横断自動車道網走線 北見中央IC～陸別小利別IC～国道242号～足寄
IC～北海道横断自動車道 千歳東ICを経由して新千歳空港に至ります。

・当該区間が開通すれば、高規格道路の利用区間が増えることで、信号回避や走行速度向上
による時間短縮、バス運転手の負担軽減、さらに対向車両との交通事故リスク低減が期待で
きます。 12

■道東地域の主な観光地及び広域観光周遊ルート

現 況

３路線
整備後

※地域別に、通常期と冬期の旅行速度を算出し、高規格道
路と一般道路の低減率（高規格道路：0.970(帯広)、
0.928(網走)、一般道路：0.941(帯広)、0.900(網走)）をそれ
ぞれ算出した。 （プローブデータを基に、R4.4～R7.3の通
常期と冬期の旅行速度を比較して算出）。

出典：R3年度全国道路・街路交通情勢調査

【新千歳空港から網走市への
所要時間の変化】

２．事業の必要性等

出典：北海道観光入込客数調査報告書
※道東地域：十勝圏、オホーツク圏、釧路・根室圏

出典：北海道観光入込客数調査報告書

※道東地域：十勝圏、オホーツク圏、釧路・根室圏
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（２）事業の整備効果（CO2排出量の削減）

13

・CO2排出量は、整備なしでは、７，１２８，９８６（ｔ-ＣＯ２／年）。
・当該道路の整備により、７，１０４，８５４（ｔ-ＣＯ２／年）となり、整備されない場合に比べ、

２４，１３２（ｔ-ＣＯ２／年）の削減が見込まれます。

■CO2排出量

※対象地域：北海道全域
※令和22年将来交通量推計を基に算出
※森林のＣＯ2吸収量は10.6 ｔｰＣＯ2/ｈａ・年として試算

出典：『土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）』
※札幌ドーム面積は建築面積5.5ｈａを使用し換算

■自動車の旅行速度とCO2排出原単位との関係

出典：「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（平成22 年度版）」
国土技術政策総合研究所資料No.671 (2012)

CO2削減量

２４，１３２ｔｰCO2/年

森林換算

約２，２７７ｈａ

（札幌ドーム約４１４個分に相当）

２．事業の必要性等



・令和３年度の再評価以降、新たに判明した事象に基づき設計及び施工計画を見直した結果、全体事
業費が足寄～北見では約１３８億円、端野高野道路では約１０９億円増加。

・また、変更要因による追加調査及び対策工検討や追加対策工により、足寄～北見の事業期間が５年
延伸。

・引き続きコスト縮減に取り組むとともに、適正な事業管理に努めていきます。

（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

※費用便益比算定上設定した事業期間

■全体事業費変更要因

■全体事業費変更結果

２．事業の必要性等

【足寄～北見】 【端野高野道路】 【女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人）】

14



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
①【足寄～北見】不良土対策の追加（約２６．８億円増）

・当初、代表ボーリングによる地質調査から、良質土と判断。
・施工段階において、盛土材料試験を実施した結果、土質改良が必要な土質が確認されたことから、不良
土対策を追加。

２．事業の必要性等

足寄～北見 延長79.0km 事業主体：国土
交通省

足
寄
Ｉ
Ｃ

陸別IC（仮称） 訓子府IC

北見西
IC

至網走

至帯広

至遠軽
至旭川

至釧路

起
点

足
寄
郡
足
寄
町
郊

南

あ
し
ょ
ろ

あ
し
ょ
ろ
ち
ょ
う
こ
う

な
ん

き
た
み

き
た
が
み

終
点

北
見
市
北
上

陸別小利別

①不良土対策の追加

・代表ボーリングによる地質調査から、良質土と判断。
・施工段階において、盛土材料試験を実施した結果、土質改良の必
要な土が含まれていることが判明、対策費を計上。

変更後当初

【判定基準】北海道における不良土対策マニュアルより以下の項目について、
１項目でも「×」がつく場合、不良土なる。
・ｺｰﾝ指数 qc=300kN/m2以上･･･湿地ブルドーザの走行性が確保○
・土質定数･･･砂質土1.35未満、シルト1.33未満の場合○
・自然含水比(Wn)、液性限界(WL)･･･自然含水比が液性限界未満の場合○
・締固め度･･･自然含水比が基準締固め度を満足する含水比よりも低い場合○
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（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
②【足寄～北見】法面植生工の見直し（約８．２億円増）

・当初、土砂切土法面を種子散布、軟岩切土法面を植生基材吹付工(厚さ3cm)で計画。
・施工段階における現地調査において、想定より堅い土質が確認されたことから、植生工法を見直し。

土砂

軟岩

植生基材吹付工
(3cm)

植生基材吹付工
(5cm)

変更後

土砂

軟岩

種子散布工

植生基材吹付工
(3cm)

当初

２．事業の必要性等

足寄～北見 延長79.0km 事業主体：国土交通省

足
寄
Ｉ
Ｃ

陸別IC（仮称） 訓子府IC

北見西IC

至網走

至帯広

至遠軽
至旭川

至釧路

起
点

足
寄
郡
足
寄
町
郊
南

あ
し
ょ
ろ

あ
し
ょ
ろ
ち
ょ
う
こ
う
な
ん

き
た
み

き
た
が
み

終
点

北
見
市
北
上

陸別小利別

②法面植生工の見直し
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（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
③【足寄～北見】湧水対策工の追加（約０．６億円増）

【写真】湧水出水箇所

基盤排水層の追加

２．事業の必要性等

足寄～北見 延長79.0km 事業主体：国土交通省

足
寄
Ｉ
Ｃ

陸別IC（仮称） 訓子府IC

北見西IC

至網走

至帯広

至遠軽
至旭川

至釧路

起
点

足
寄
郡
足
寄
町
郊
南

あ
し
ょ
ろ

あ
し
ょ
ろ
ち
ょ
う
こ
う
な
ん

き
た
み

き
た
が
み

終
点

北
見
市
北
上

陸別小利別

③湧水対策工の追加

・工事着手前の現地踏査では、湧水は未確認。
・工事着手後、現地調査において湧水が確認されたことから、湧水箇所の盛土に対して、対策工を追加。

17



土砂

軟岩

融雪・大雨時
法面から湧水発生

（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
④【足寄～北見】法面対策工の追加（約４．４億円増）

・当初、切土法面については、植生基材吹付工による植生工を計画。
・融雪期に湧水が発生し、切土法面が崩落したことから、特殊ふとんカゴによる対策を追加。

変更後当初

２．事業の必要性等

足寄～北見 延長79.0km 事業主体：国土交通省

足
寄
Ｉ
Ｃ

陸別IC（仮称） 訓子府IC

北見西IC

至網走

至帯広

至遠軽
至旭川

至釧路

起
点

足
寄
郡
足
寄
町
郊
南

あ
し
ょ
ろ

あ
し
ょ
ろ
ち
ょ
う
こ
う
な
ん

き
た
み

き
た
が
み

終
点

北
見
市
北
上

陸別小利別

④法面対策工の追加

湧水箇所

▲【写真】法面崩落箇所
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（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑤【足寄～北見】中央分離構造の見直し（約１５．４億円増）

・当初、自動車専用道路の暫定２車線整備において、標準的なラバーポールによる簡易分離構造で計画。
・重大事故につながりやすい正面衝突事故の緊急対策として、国土交通省の方針に基づき、土工部や中
小橋(50m未満)において、ワイヤロープによる分離構造へ見直し。

変更当初

２．事業の必要性等

足寄～北見 延長79.0km 事業主体：国土交通省

足
寄
Ｉ
Ｃ

陸別IC（仮称） 訓子府IC

北見西IC

至網走

至帯広

至遠軽
至旭川

至釧路

起
点

足
寄
郡
足
寄
町
郊
南

あ
し
ょ
ろ

あ
し
ょ
ろ
ち
ょ
う
こ
う
な
ん

き
た
み

き
た
が
み

終
点

北
見
市
北
上

陸別小利別

⑤中央分離構造の見直し

ラバーポール設置状況 ワイヤロープ設置状況

19



足寄～北見 延長79.0km 事業主体：国土交通省

足
寄
Ｉ
Ｃ

陸別IC（仮称） 訓子府IC

北見西IC

至網走

至帯広

至遠軽
至旭川

至釧路

起
点

足
寄
郡
足
寄
町
郊
南

あ
し
ょ
ろ

あ
し
ょ
ろ
ち
ょ
う
こ
う
な
ん

き
た
み

き
た
が
み

終
点

北
見
市
北
上

陸別小利別

⑥切土法面勾配の見直し

（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑥【足寄～北見】切土法面勾配の見直し（約７．８億円増）

・当初、既往調査結果により、法勾配1：1.2で計画。
・ボーリング調査を行った結果、脆弱な土質が確認されたことから、切土法面勾配を1:1.5へ見直し。

法勾配1：1.2で計画 法勾配1：1.5への変更に
伴い、掘削・法面整形、

植生工の数量増

変更後当初

２．事業の必要性等

20



足寄～北見 延長79.0km 事業主体：国土交通省

足
寄
Ｉ
Ｃ

陸別IC（仮称） 訓子府IC

北見西IC

至網走

至帯広

至遠軽
至旭川

至釧路

起
点

足
寄
郡
足
寄
町
郊
南

あ
し
ょ
ろ

あ
し
ょ
ろ
ち
ょ
う
こ
う
な
ん

き
た
み

き
た
が
み

終
点

北
見
市
北
上

陸別小利別

⑦立入防止柵の変更

（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑦【足寄～北見】立入防止柵の変更（約３．５億円増）

・当初は標準型の立入防止柵で計画。
・近年のロードキル発生件数の増加により、路線周辺にエゾシカの生息が多数確認されたことから、エゾ
シカの道路進入による交通事故防止のため、立入防止柵を鹿対策型へ変更。

２．事業の必要性等

変更後当初
H=

2.
5m

H=
1.

5m

21



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑧【足寄～北見】資機材・労務単価の変動（約７２．８億円増）

・前回評価（令和３年度）後の資機材・労務単価の変動に伴い、事業費を増額。

労務単価伸び率
（令和3年度基準）

主要建設資材単価伸び率
（令和3年度基準）

２．事業の必要性等

22

鋼材（異形棒鋼）（1.43）

鋼材（H形鋼）（1.38）

石油（軽油）（1.31）
生コン（1.33）

アスファルト（1.41）

交通誘導員B（1.22）
鉄筋工（1.22）
普通作業員（1.21）
法面工（1.20）

橋梁特殊工（1.12）



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑨【足寄～北見】コスト縮減 気象観測装置の廃止（約１．３億円減）

・新設気象観測装置は、道路設計要領に準拠し、路線近傍で設置を計画。
・また、並行現道の気象状況を踏まえ、気象条件が厳しいと想定される箇所への設置を計画。
・近傍の既設観測装置を考慮し、気象観測装置の設置基数を見直し。

テレメーター（既設観測装置）

２．事業の必要性等

足寄～北見 延長79.0km 事業主体：国土交通省

足
寄
Ｉ
Ｃ

陸別IC（仮称） 訓子府IC

北見西IC

至網走

至帯広

至遠軽
至旭川

至釧路

起
点

足
寄
郡
足
寄
町
郊
南

あ
し
ょ
ろ

あ
し
ょ
ろ
ち
ょ
う
こ
う
な
ん

き
た
み

き
た
が
み

終
点

北
見
市
北
上

陸別小利別

⑨気象観測装置の廃止

23

アメダス

アメダス

テレメータ

廃止箇所
廃止箇所



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
①【端野高野道路】函渠工の見直し（約２．４億円増）

・当初、既存ボーリングデータより直接基礎で計画。
・事業化後に行った地質調査の結果、脆弱な地層が確認されたため、地盤対策を追加。

２．事業の必要性等

変更後当初

①函渠工の見直し
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（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
②【端野高野道路】擁壁工の見直し（約８．２億円増）

・当初、既存ボーリングデータより直接基礎で計画。
・事業化後に行った地質調査の結果、脆弱な地層が確認されたため、地盤対策を追加。

２．事業の必要性等

変更後当初

25



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
③【端野高野道路】橋梁工の見直し（約２．７億円増）

・当初、空測地形図より橋長、橋梁形式を決定し、既存ボーリングデータより基礎工を計画。
・事業化後に行った橋梁詳細設計により、橋台位置の変更及び、地質調査結果により基礎工を見直し。

２．事業の必要性等

橋長181ｍ

推定支持層線

橋長188ｍ

推定支持層線

変更後当初
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（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
④【端野高野道路】仮設工の見直し（約１．０億円増）

・当初、既存ボーリングデータより良質土と判断しオープン掘削で計画。
・事業化後に行った地質調査の結果、脆弱な地層が確認されたため、オープン掘削から土留仮締切工へ
変更。

２．事業の必要性等

変更

グラウンド
アンカー工

鋼矢板
土留め工

施工時：アンカー付き土
留め掘削

試掘時の地層

オープン
掘削

当初

設計時：オープン掘削

27



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑤【端野高野道路】資機材・労務単価の変動（約９５．３億円増）

・資機材単価、労務単価の変動に伴い、事業費を増額。

２．事業の必要性等

28

女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人）は、測量設計を進めている
段階のため、今回評価では資機材・労務単価の変動による総事業費の見直
しは行わない。

次回以降の評価において、資機材・労務単価の変動による追加計上が必要
となる場合は、新規事業化時からの変動額を追加計上することを検討。



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑥【端野高野道路】跨道橋の見直し（約０．４億円減）

・当初、土地分断箇所の機能補償として、付替道路と跨道橋で計画。
・地権者と協議の結果、補償道路による対応で了承されたため、跨道橋を廃止。

２．事業の必要性等
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（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑦【端野高野道路】横断管渠の見直し（約０．２億円減）

・当初、空測地形図により函渠設置位置及び水路幅、維持管理を考慮し内空高を決定。
・関係機関との協議の結果、人が立ち入る維持管理は行わないことが確認されたため、水路ボックスから
管渠工に変更。

２．事業の必要性等

NO.1水路
P=12,488.16

函渠工
P=12,504.00

H=1.8m

B=1.8m

当初 変更

30



○一体評価区間の考え方

２．事業の必要性等

北海道横断自動車道・網走線（本別ＪＣＴ～網走）

女満別空港網走道路
（網走呼人～網走）

L=9.5km

女満別空港網走道路
（女満別空港～網走呼人）

L=10.9km

美幌バイパス

L=7.9km

端野高野道路

L=14.3km

北見道路

L=10.3km

足寄～北見

L=79.0km

本別JCT～足寄

L=13.1km

評価区間
※着色

R3.11.8「複数の区間又は箇所を一体とした評価の運用について」

計画段階評価実施済
（ルート・構造確定済）新規事業化供用済

（H17.7）事業中供用済
（H25.3）事業中供用済

（H15.6）
R6年度 新規

女満別空港網走道路
（女満別空港～網走呼人）

R7.2.27「複数の区間又は箇所を一体とした評価の運用について」

計画段階評価実施済
（ルート・構造確定済）事業中供用済

（H17.7）事業中供用済
（H25.3）事業中供用済

（H15.6）

R7年度 再評価
足寄～北見
端野高野道路

女満別空港網走道路
（女満別空港～網走呼人）

凡 例

開通済区間

事業中区間

調査中区間（計画段階評価完了）

調査中区間（計画段階評価未了）
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２．事業の必要性等
（３）事業の投資効果 （費用便益分析 一体評価区間_事業全体 ）

費用便益比 （B/C）変動ケース基準値変動要因

１．１～１．４±１０％３，１００～１９，３００交通量

１．２～１．３±１０％３，６２３億円事業費

１．２～１．３±２０％５２年事業期間

基本条件

経済的

内部収益率

（EIRR）

費用便益比

（B/C）
総便益

交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益便益(B)

１．２〔4%〕６，８１５億円２２１億円８８９億円５，７０５億円

５．０％
１．７〔2%〕（参考）総費用更新費維持管理費事業費

費用(C)
２．１〔1%〕（参考）５，５３９億円８０億円５６０億円４，８９９億円

基準年計画交通量（台/日）全体事業費

令和７年度３，１００～１９，３００

３，９００億円
（足寄～北見：１，２１０億円）
（端野高野道路：５８９億円）

（女満別空港網走道路：５７０億円）

費用便益分析

感度分析

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

注4）費用便益比の〔 〕内は、R05以降の社会的割引率の設定値である。（R04以前は何れも4％）

注5）評価対象区間を足寄～北見として算出した費用便益比（B/C）【事業全体】0.9

注6）評価対象区間を端野高野道路として算出した費用便益比（B/C）【事業全体】2.9

注7）評価対象区間を女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人）として算出した費用便益比（B/C）【事業全体】1.1 32



２．事業の必要性等
（３）事業の投資効果 （費用便益分析 一体評価区間_残事業 ）

費用便益比 （B/C）変動ケース基準値変動要因

１．８～２．４±１０％３，５００～１９，３００交通量

２．０～２．３±１０％１，８２９億円事業費

２．１～２．２±２０％１８年事業期間

基本条件

経済的

内部収益率

（EIRR）

費用便益比

（B/C）
総便益

交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益便益(B)

２．１〔4%〕３，３８４億円９９億円３９１億円２，８９５億円

９．５％
３．１〔2%〕（参考）総費用更新費維持管理費事業費

費用(C)
３．８〔1%〕（参考）１，５８９億円－１８０億円１，４１０億円

基準年計画交通量（台/日）全体事業費

令和７年度３，５００～１９，３００

３，９００億円
（足寄～北見：１，２１０億円）
（端野高野道路：５８９億円）

（女満別空港網走道路：５７０億円）

費用便益分析

感度分析

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

注4）費用便益比の〔 〕内は、R05以降の社会的割引率の設定値である。（R04以前は何れも4％）

注5）評価対象区間を足寄～北見として算出した費用便益比（B/C）【残事業】3.1

注6）評価対象区間を端野高野道路として算出した費用便益比（B/C）【残事業】4.0

注7）評価対象区間を女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人）として算出した費用便益比（B/C）【残事業】1.2 33



（３）事業の投資効果 （費用便益分析 前回評価との比較 ）

２．事業の必要性等

備考
（前回評価からの主な変更点）

Ｒ７再評価時点
Ｒ５新規採択時評価

(Ｒ６事業化）

Ｌ＝１４５．０ｋｍＬ＝１４５．０ｋｍ延長

・将来交通需要推計の見直し
令和５年度：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）
令和４年度：令和22年度将来交通量の推計値
令和７年度：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）
令和６年度：令和22年度将来交通量の推計値

３，１００台/日
～１９，３００台/日

２，９００台/日
～１９，３００台/日

計画交通量

・資機材・労務単価の変動による増
・不良土対策の追加による増
・中央分離帯構造の見直しによる増
・橋梁工の見直しによる増 等

約３，９００億円約３，６５３億円総事業費

・基準年の変更による増
・総事業費の増

約５，５３９億円
（基準年Ｒ７）

約４，７４７億円
（基準年Ｒ５）

総費用
Ｃ

・基準年の変更による増
・事業期間の延伸に伴う減
・原単位の変更による増（費用便益分析マニュアルの更新）

約６，８１５億円
（基準年Ｒ７）

約５，７４６億円
（基準年Ｒ３）

総便益
Ｂ

１．２１．２
費用対効果

Ｂ／Ｃ

※総費用・総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）したものであることから、増額等の要因が無い場合でも、見た目の額は増加する。

※費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。
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（３）事業の投資効果 【試算（地域の特殊性を考慮した場合の便益による参考値）】

２．事業の必要性等

金額
細目項目

残事業事業全体

Ｃ＝１，５８９億円Ｃ＝５，５３９億円
総費用

Ｃ

費用便益比
（B/C） Ｂ＝３，３８４億円Ｂ＝６，８１５億円

総便益
Ｂ

Ｂ／Ｃ＝２．１Ｂ／Ｃ＝１．２Ｂ／Ｃ

Ｂ＝４７７億円Ｂ＝７５６億円
総便益

Ｂ

地域の特殊性を
考慮した便益

（※）

Ｂ＝１７８億円Ｂ＝２９９億円救急医療改善効果

Ｂ＝２６６億円Ｂ＝４０５億円余裕時間の短縮による効果

Ｂ＝５．１億円Ｂ＝６．８億円ＣＯ２排出削減による効果

Ｂ＝６．５億円Ｂ＝１２億円大気汚染低減による効果

Ｂ＝２１億円Ｂ＝３３億円騒音低減による効果

※表に記載の（※）は開通後50年間の便益額として試算した参考値
※費用・便益については、基準年における現在価値後の値 35



・当該事業のうち足寄～北見は、平成18年度に工事着手。端野高野道路は、平成31年度に事業化、令和
3年度に工事着手。女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人）は、令和6年度に事業化。

・足寄～北見で用地進捗率73％、事業進捗率77％（69％）、端野高野道路で用地進捗率45％、事業進捗
率25％（20％）、女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人） で用地進捗率0％、事業進捗率1％。

・引き続き、早期開通に向けて事業を進めます。

※用地進捗率及び事業進捗率は、令和7年度北海道における事業計画（令和7年4月）ベース
※用地進捗率は面積ベース（令和7年3月末時点）
※事業進捗率の（ ）内は事業費増額後の進捗率（令和7年3月末時点）

３．事業進捗の見込み
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要望内容主な構成メンバー会長等期成会等名称

物流の効率化、空港・港湾等物流拠点へのアクセス性の向上、災

害時の道路ネットワークの強化、救急医療への貢献、観光産業の

振興や地域間交流の活発化などを進める基幹施設として、北海道

横断自動車道(網走線)の整備促進を要望。

北見市、網走市、紋別市、置戸町、清里町、

美幌町、津別町、斜里町、小清水町、訓子

府町、佐呂間町、遠軽町、湧別町、滝上町、

興部町、西興部村、雄武町、大空町の首

長及び議会議長

北見市長オホーツク圏活性化期成会

北海道横断自動車道（網走線）の整備により、移動時間が短縮さ

れるとともに定時性が確保され、物流の効率化など、生産性向上に

大きく寄与するだけではなく、地域の活性化、観光振興、さらには近

年の気候変動により、頻発・激甚化する自然災害時の安全・安心の

確保にも大きく貢献することから、北海道横断自動車道(網走線)の

早期整備を要望。

オホーツク管内の農業協同組合、医師会、

観光協会、建設業協会、商工会議所、商

工会等 全81団体

北見地方

自動車整備

振興会

顧問

オホーツクの道を考える会

物流の効率化、空港・港湾等物流拠点へのアクセス性の向上、災

害時の道路ネットワークの強化、観光産業の振興や地域間交流の

活性化、救急医療への貢献などを進める基幹施設として、北海道

横断自動車道の整備促進を要望。

釧路市、帯広市、北見市、網走市、根室市、

紋別市、遠軽町、美幌町、留辺蘂町の商

工会議所会頭

帯広商工会

議所会頭

東北海道商工会議所連絡

協議会

オホーツク・十勝地域は、玉ねぎ、ばれいしょ、ホタテなどの生産

量が日本一を誇る我が国の食料供給基地としての役割を担ってい

るほか、世界自然遺産「知床」をはじめとする自然環境や「食」を活

かした多彩な観光資源を有している。また本地域は、医療、教育、

商業等の都市機能・生活機能を圏域中心都市である北見市に依存

しているほか、北海道横断自動車道網走線と並行する国道では、

大雨や吹雪により通行止めが発生している。

このように「食」「観光」を担う「生産空間」を維持・発展させるため

には人流・物流を支える高規格道路ネットワークの形成が不可欠で

あるほか、安全・安心に住み続けるためにはミッシングリンクの解消

及び国道とのダブルネットワーク化により機能強化が求められてい

ることから、北海道横断自動車道網走線の早期整備を要望。

北見市、本別町、足寄町、池田町、陸別町、

置戸町、訓子府町の首長及び議会議長
北見市長

北海道横断自動車道北見

地区早期建設促進期成会

網走市、北見市、美幌町、斜里町、清里町、

小清水町、津別町、大空町の首長及び議

会議長

網走市長
北海道横断自動車道北見・

網走間建設促進期成会

４．関係する地方公共団体等の意見
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要望内容主な構成メンバー会長等期成会等名称

北海道横断自動車道は「ひがし北海道」と道央圏を結ぶ重要な幹

線道路であり、近年、頻発・激甚化する自然災害に備えた北海道の

強靱化や、安全・安心な生活を確保するためにも整備促進を要望。

北見市、釧路市、帯広市、夕張市、千歳

市、恵庭市、本別町、音更町、芽室町、訓

子府町、白糠町、池田町、浦幌町、むか

わ町、新得町、清水町、安平町、陸別町、

足寄町、占冠村の首長

北見市長
北海道横断自動車道早期

建設促進期成会

十勝・オホーツク地方は、国内屈指の食料生産基地であり、日本

の食を支える重要な役割を担っている。オホーツク地方から十勝地

方（重要港湾十勝港）までの高規格道路ネットワークにおける未整

備区間（ミッシングリンク）の解消は、十勝の最重要課題であるため、

北海道横断自動車道の整備促進を要望。

帯広市、本別町、陸別町、足寄町、音更

町、芽室町、浦幌町、新得町、幕別町、清

水町、池田町の首長

帯広市長
北海道横断自動車道十勝

地区早期建設促進期成会

帯広市、広尾町、音更町、中札内村、大
樹町、芽室町、更別村、幕別町の首長及
び議会議長、商工会長、農業協同組合長

帯広市長
高規格道路帯広・広尾自動

車道早期建設促進期成会

都道府県面積で7番目の岐阜県よりも広い十勝圏において、高規

格道路は、「命を守る道」「命を繋ぐ道」としても重要な役割を果たす

ものである。また十勝圏が国内有数の食料供給基地としての役割

を果たすとともに、将来の十勝圏の発展に向けては、基幹産業であ

る一次産業に関連する基盤整備をはじめ交通・物流・情報の基幹

的ネットワークの整備が不可欠であるため、北海道横断自動車道

の整備促進を要望。

帯広市、音更町、士幌町、上士幌町、鹿

追町、新得町、清水町、芽室町、中札内

村、更別村、大樹町、広尾町、幕別町、池

田町、豊頃町、本別町、足寄町、陸別町、

浦幌町の首長及び議会議長、十勝地区

農業協同組合長会会長、十勝地区森林

組合振興会会長、十勝管内漁業協同組

合長会会長、帯広商工会議所会頭、北海

道十勝管内商工会連合会会長

帯広市長
北海道十勝圏活性化推進

期成会

地域基幹産業の競争力を高めることで我が国の発展に貢献し、

地域医療の格差是正を図り、災害時における地域の生命線を確実

に確保するため、北海道横断自動車道の整備促進を要望。

帯広商工会

議所会頭
帯広商工会議所

４．関係する地方公共団体等の意見
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◯北海道からの意見

北海道知事からの意見

「北海道横断自動車道 網走線 足寄～北見」事業を「継続」とした「対応方針（原案）」案について、異議はありません。
当該事業は、高規格道路網の構築によるオホーツク圏と道央・十勝・釧路圏の連絡強化を図り、災害に強い道路ネットワークの構築、

安全性や輸送効率の高い物流ネットワーク形成による地域産業の活性化、観光拠点への速達性向上による観光振興等の支援に寄与
することから、早期供用を図るようお願いいたします。

なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、より一層の徹底したコスト縮減を図り、これまで以上
に効率的・効果的な執行に努めるようお願いいたします。

「一般国道39号（北海道横断自動車道 網走線）端野高野道路」事業を「継続」とした「対応方針（原案）」案について、異議はありません。
当該事業は、高規格道路網の構築による圏域中心都市の北見市と物流・観光拠点間の連絡強化により、地域産業の活性化、観光拠

点への速達性向上による観光振興等の支援に貢献するとともに、災害に強い道路ネットワークの構築に寄与することから、早期供用を
図るようお願いいたします。

なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、より一層の徹底したコスト縮減を図り、これまで以上
に効率的・効果的な執行に努めるようお願いいたします。

「一般国道39号（北海道横断自動車道 網走線）女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人）事業」を「継続」とした「対応方針（原
案）」案について、異議はありません。

当該事業は、農水産物をはじめとする物流やオホーツク地域唯一の第３次医療機関がある北見市への救急搬送において速達性や安
全性の向上、また広域周遊観光の促進、さらには異常気象時の通行機能の確保などに寄与することから、早期供用を図るようお願いい
たします。

なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、徹底したコスト縮減を図り、効率的・効果的な執行に
努めるようお願いいたします。

４．関係する地方公共団体等の意見
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内容
細目項目

残事業事業全体

B/C＝2.1

【足寄～北見】B/C＝3.1
【端野高野道路】B/C＝4.0

【女満別空港網走道路】B/C＝1.2

B/C＝1.2

【足寄～北見】B/C＝0.9
【端野高野道路】B/C＝2.9

【女満別空港網走道路】B/C＝1.1

3便益によるB/C
・走行時間短縮
・走行経費減少
・交通事故減少

費用便益比
（B/C）

B＝178億円（※）B＝299億円（※）救急医療の改善効果

地域の特殊性
を考慮した
便益の検討

B＝266億円（※）B＝405億円（※）余裕時間の短縮による効果

B＝5.1億円（※）B＝6.8億円（※）CO2排出削減による効果

B＝6.5億円（※）B＝12億円（※）大気汚染低減による効果

B＝21億円（※）B＝33億円（※）騒音低減による効果

・物流ルートの速達性・安全性が向上することで、農水産品の流通利便性向上が期待農水産品の流通利便性向上
活力

事業の
整備効果

・オホーツク圏の主要観光地への速達性が向上することで、広域周遊観光の活性化が期待広域周遊観光の活性化

・高次医療施設への搬送時間の短縮や安定走行による患者負担軽減など、救急搬送の速
達性・安定性向上が期待

救急搬送の速達性・
安定性向上

暮らし
・日常生活の移動に加え、流氷観光など観光需要があるオホーツクと道央間の代替機能が

強化
冬期都市間バス運行の

利便性向上

・自動車からのCO2排出量、24,132（t-CO2/年）の削減が期待CO2排出量の削減環境

・洪水浸水想定区域や地吹雪発生箇所を回避するルートが確保され、災害時の緊急輸送
ルートの強化が期待

災害時の
緊急輸送ルートの強化

安全

・令和7年3月末時点で、足寄～北見 用地進捗率73%、事業進捗率77%
・令和7年3月末時点で、端野高野道路 用地進捗率45%、事業進捗率25%
・令和7年3月末時点で、女満別空港網走道路 用地進捗率0%、事業進捗率1%

事業の進捗状況
事業進捗の

見込み

※は開通後５０年間の便益額として試算した参考値

・足寄～北見、端野高野道路、女満別空港網走道路（女満別空港～網走呼人）は、十勝圏とオホーツク
圏の連携機能の強化を図り、災害に強い道路ネットワークの構築、安全性や輸送効率の高い物流ネッ
トワーク形成による地域産業の活性化、観光拠点への速達性向上による観光振興等の支援に寄与す
る事業と考えられます。

・事業の必要性、重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されていることから、事業の継
続を原案としてお諮りいたします。

・引き続き、コスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費及び事業期間の管理に努めていきます。
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５．対応方針（案）


